
事業活動の紹介

◆株式会社ハマダフードシステムの研究調査成果

研究調査テーマ名

実 施 期 間 2025年4月　～　2026年2月

企 業 名 株式会社ハマダフードシステム

共同研究企業等 ハイスキー食品工業株式会社、国立大学法人香川大学

研 究 調 査 概 要 

研 究 調 査 成 果

本研究では、大塚製薬株式会社によって開発された2型糖尿病モデル「OLETFラット」
の雄を８週齢から、２５℃±２℃、自由摂食、水もしくは３％マンナンミルク水溶液を自由接
種の条件下において、条件ごとに10匹ずつ飼育し、開始時点および飼育後経時的に、
体重、摂食量、摂水料、血糖値を測定した。また、37週齢において当負荷試験を行った。

2型糖尿病モデルである「OLETFラット」を用い、マンナンミルク摂取が糖尿病病態に及ぼす影響を検討した
結果、体重、摂食量および摂水量については両群間で差は認められなかった。一方、血糖値は試験群におい
て対照群と比較して上昇が抑制され、糖負荷試験においても耐糖能の改善が確認された。
これらの結果から、マンナンミルクは体重増加等に影響を与えることなく、血糖コントロール改善に寄与する可
能性が示唆された。 
本成果は、マンナンミルクを活用した機能性食品、特定用途向け栄養補助食品、ならびに糖尿病予備群・生
活習慣病対策市場向け製品の開発可能性を示す基礎データとなる。今後は作用機序解析、安全性評価、ヒ
ト臨床試験による検証を段階的に実施し、機能性表示食品等としての製品化を目指す。

この事業は、競輪の補助を受けて実施しました。
https://www.jka-cycle.jp/

競輪の補助事業
この事業は、競輪の補助を受けて実施します。
https://www.jka-cycle.jp/

競輪の補助事業

犬・猫などの健康に配慮した、こんにゃく（マンナンミルク）を原料とする低カロリー機
能性ペットフード開発に向けたエビデンス取得事業

（OLETFラット）

（OLETFラットの糖負荷試験結果）

③2026年度の事業化案件研究調査事業支援先が決定しました

株式会社 amidex

「咬合負担の強い臼歯部欠損における低侵襲修復形態の研究調査」

臼歯部1歯欠損に対する治療は、従来、隣接歯を削って人工歯を被せる方法

が主流であった。当社はこれまで歯を削らずにCRを接着して欠損部を修復す

る手法を提供してきたが、構造上の不安から選択されにくい課題があった。 

本研究調査では、欠損部に人工歯を設けず、両隣の歯を延長する「エクステ

ンション・ビルドアップ」に着目し、形態や材料条件の試作と歯科医師評価を

通じて、安心して選択可能な修復設計の妥当性を検証する。 

シンワ株式会社

「各種金属イオン・極性分子を吸着するナノファイバー積層体の試作」

エレクトロスピニング法を利用して、吸着特性の異なるナノファイバーシートの

積層体を開発する。これにより、これまでより多様な物質の吸着除去・回収を

目指す。このために、ナノファイバーを表面修飾するための新規物質を開発す

るとともに、積層体が形成できるエレクトロスピニングの条件を探索する。

株式会社セツロテック 

「品種改良加速技術（ゲノム編集等）を活用した酵母の食品開発」

セツロテックでは、徳島のシンボルともいえる眉山に咲くアザレアなどから酵母

を採種して協業先とビールの開発に取り組んできた。一方で、セツロテックは

徳島大学発のゲノム編集技術を活用した事業を展開しており、ビール酵母に

品種改良加速技術（ゲノム編集等）を適用して、風味の異なったビールを作れ

る酵母の開発を試みたい。

●２０２６年度事業の支援先

　当センターでは、四国地域イノベーション創出協議会と連携し、事業化を目指す四国の中小企業様の技術開発・製品開発
に関する2026年度の支援事業の公募を行い、厳正な審査を経て、以下の3件を支援先として決定いたしました。
　当センターならびに四国地域イノベーション創出協議会は、技術開発・研究開発の支援に加え、開発終了後も成果の事業
化や販路開拓等について引き続きフォローアップを行うこととしています。

企 業 名 研究開発テーマ、要約
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